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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期
第１四半期
連結累計期間

第42期
第１四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日

自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日

自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日

売上高 (千円) 1,712,908 2,036,005 8,472,710

経常利益 (千円) 36,836 18,650 413,696

四半期純損失(△)又は
当期純利益

(千円) △24,806 △85,148 77,992

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 36,209 72,160 △121,172

純資産額 (千円) 11,671,267 11,075,517 11,518,863

総資産額 (千円) 13,624,988 13,217,796 13,637,842

１株当たり
四半期純損失(△)又は
当期純利益

(円) △1.44 △4.94 4.53

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― 4.52

自己資本比率 (％) 85.4 83.5 84.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △208,570 △373,881 164,455

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 476,846 284,648 1,730,010

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △334,263 △342,094 △572,657

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,897,439 3,827,323 4,263,935

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第41期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第41期第１四半期連結累計期間および第42期第１四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益は、１株当たり四半期純損失を計上しているため開示しておりません。

　
　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況および経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社および連結子

会社)が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にある

なかで緩やかに持ち直しておりますが、欧州政府債務危機および原油価格の上昇ならびにこれらの影響

による海外景気の下振れなどから、下押し懸念が存在しております。また、電力供給の制約およびデフレ

の影響ならびに雇用情勢の悪化懸念などが依然として残っており、予断を許さない状況が続いておりま

す。

このような環境下、当社グループは、市場動向に即応した分野からの受注獲得を目指し、新たに企業が

取組む市場およびその関連成長分野ならびに受注拡大が見込めるＩＴ技術の見極めに注力するととも

に、営業活動を積極的に展開した結果、連結売上高は前年同四半期を上回りました。

利益面においては、連結売上高の増加に伴い連結営業利益は前年同四半期より増加したものの、投資有

価証券売却益などの営業外収益が前年同四半期より減少したこと、および税制改正に伴う実効税率変更

により繰延税金資産の一部取崩しを行った結果、連結経常利益および連結四半期純利益は前年同四半期

を下回りました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高および連結利益は、次のとおりとなりました。

　

　
金額
(百万円)

売上高比率
(％)

対前年同四半期

増減額
(百万円)

増減率
(％)

連結売上高 2,036 100.0 323 18.9

連結営業利益 6 0.3 9 －

連結経常利益 18 0.9 △18 △49.4

連結四半期純損失(△) △85 △4.2 △60 －

　

　

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

 3/20



　

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

　

報告セグメント
金額
(百万円)

売上高比率
(％)

対前年同四半期

増減額
(百万円)

増減率
(％)

ソフトウエア
開発事業

売上高 2,010 100.0 325 19.3

セグメント利益
(営業利益)

78 3.9 20 34.5

システム
販売事業

売上高 25 100.0 △1 △7.1

セグメント損失(△)
(営業損失)

△71 △285.2 △10 －

　

（ソフトウエア開発事業）

主として金融・保険業向け案件の受注増に伴い、売上高は前年同四半期より３億25百万円（19.3%）増

加し、20億10百万円となりました。また、売上高の増加およびそれに伴う固定費比率の減少などにより営

業利益は前年同四半期より20百万円(34.5%)増加し、78百万円となりました。

　

（システム販売事業）

当第１四半期連結累計期間はスマートフォンに特化したパッケージ製品の販売から、類似画像検索技

術のライセンス販売への切り替えの過渡期となり、売上高は前年同四半期より１百万円（7.1%）減少し、

25百万円となりました。また、営業損失は前年同四半期より損失が10百万円増加し、71百万円となりまし

た。

　

なお、連結営業利益の前年同四半期との増減分析は以下のとおりであります。

　

　 金額（百万円） 対売上高比率(％)

連結営業利益の対前年同四半期増減額 9 0.5

　 　 　 　

（増減分析） 　 　

　 ソフトウエア開発による営業利益の増減額 20 1.0

　 売上高の変動による増減額 15 0.8

　 外注比率の変動による増減額 5 0.3

　 社内開発分の原価率の変動による増減額 △36 △1.8

　 外注分の原価率の変動による増減額 △14 △0.7

　 販売費・一般管理費比率の変動による増減額 51 2.5

　 余剰要員の変動による増減額 △1 △0.1

　 システム販売による営業利益の増減額 △10 △0.5

　 合　計 9 0.5
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(2) 財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

資産は132億17百万円と前連結会計年度末より４億20百万円減少いたしました。これは主として従業員

賞与および配当金の支払に伴う現金及び預金などの減少によるものであります。

負債は21億42百万円と前連結会計年度末より23百万円増加いたしました。これは主として未払法人税

等および賞与引当金などの増加が、賞与の支払による未払金の減少を上回ったことによるものでありま

す。

純資産は110億75百万円と前連結会計年度末より４億43百万円減少いたしました。これは、主として配

当金の支払による利益剰余金の減少によるものであります。なお、自己資本比率は83.5％と前連結会計年

度末より0.7ポイント減少いたしました。

②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、４億36百万円の減少と

なり、前連結会計年度末（平成23年11月30日）の資金残高42億63百万円を受け、当第１四半期連結累計期

間末の資金残高は38億27百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は３億73百万円の減少となりました。この減少は、主としてたな卸資産の増加額

および未払賞与の減少額などの資金減少要因が、売上債権の減少額および賞与引当金の増加額などの資

金増加要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は２億84百万円の増加となりました。この増加は、主として有価証券の満期償還、

保険積立金の解約による増加要因が、有価証券および投資有価証券の取得による減少要因を上回ったこ

とによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は３億42百万円の減少となりました。この減少は、主として配当金の支払による

ものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動の金額

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は11,121千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年２月29日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年４月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,287,00018,287,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数100株

計 18,287,00018,287,000― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成24年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月１日～
平成24年２月29日

― 18,287,000 ― 2,238,688 ― 2,118,332
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である(平成23年11月30日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式1,053,500
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式17,225,000 172,250 ―

単元未満株式(注) 普通株式     8,500― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 18,287,000― ―

総株主の議決権 ― 172,250 ―

(注)  「単元未満株式」欄の株式数には、当社所有の自己株式36株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ジャステック

東京都港区高輪３－５－23 1,053,500 ― 1,053,5005.76

計 ― 1,053,500 ― 1,053,5005.76

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年12月１日

から平成24年２月29日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年12月１日から平成24年２月29日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,462,908 1,025,752

売掛金 935,924 817,131

有価証券 4,416,042 4,517,037

仕掛品 896,792 1,159,065

その他 281,494 427,331

貸倒引当金 △3,836 △3,474

流動資産合計 7,989,325 7,942,844

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 106,566 104,305

その他（純額） 60,611 61,273

有形固定資産合計 167,178 165,579

無形固定資産 269,380 300,232

投資その他の資産

投資有価証券 3,020,748 2,968,611

繰延税金資産 743,835 566,982

敷金 229,970 229,948

保険積立金 1,157,313 983,889

その他 60,976 60,593

貸倒引当金 △885 △885

投資その他の資産合計 5,211,958 4,809,139

固定資産合計 5,648,517 5,274,951

資産合計 13,637,842 13,217,796

負債の部

流動負債

買掛金 101,958 101,516

短期借入金 － 99,000

リース債務 46,879 46,836

未払金 1,012,937 217,035

未払法人税等 51,715 205,889

プログラム保証引当金 17,659 18,354

賞与引当金 － 321,234

受注損失引当金 4,659 32,646

その他 45,693 257,982

流動負債合計 1,281,502 1,300,494
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

固定負債

リース債務 60,770 58,460

退職給付引当金 171,498 170,801

役員退職慰労引当金 565,854 572,890

資産除去債務 37,879 38,069

その他 1,474 1,563

固定負債合計 837,477 841,784

負債合計 2,118,979 2,142,279

純資産の部

株主資本

資本金 2,238,688 2,238,688

資本剰余金 2,118,332 2,118,332

利益剰余金 8,170,883 7,568,730

自己株式 △652,045 △652,080

株主資本合計 11,875,858 11,273,670

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △354,760 △201,356

為替換算調整勘定 △40,681 △36,775

その他の包括利益累計額合計 △395,441 △238,132

新株予約権 38,445 39,978

純資産合計 11,518,863 11,075,517

負債純資産合計 13,637,842 13,217,796
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

売上高 1,712,908 2,036,005

売上原価 1,331,313 1,645,805

売上総利益 381,595 390,199

販売費及び一般管理費 384,052 383,441

営業利益又は営業損失（△） △2,457 6,757

営業外収益

受取利息 1,192 299

有価証券利息 21,922 11,585

受取配当金 1,231 1,287

保険配当金 － 7,004

投資有価証券売却益 49,481 －

雇用調整助成金 7,041 2,858

受取保険金 － 6,715

その他 1,207 1,940

営業外収益合計 82,076 31,691

営業外費用

支払利息 514 404

為替差損 18,639 10,256

投資有価証券投資損失 19,182 5,856

その他 4,446 3,281

営業外費用合計 42,782 19,798

経常利益 36,836 18,650

特別利益

新株予約権戻入益 － 264

貸倒引当金戻入額 887 －

特別利益合計 887 264

特別損失

固定資産除売却損 43 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,517 －

特別損失合計 15,560 －

税金等調整前四半期純利益 22,162 18,914

法人税、住民税及び事業税 91,500 198,400

法人税等調整額 △44,531 △94,336

法人税等合計 46,968 104,063

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △24,806 △85,148

四半期純損失（△） △24,806 △85,148
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △24,806 △85,148

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 75,580 153,403

為替換算調整勘定 △14,565 3,905

その他の包括利益合計 61,015 157,308

四半期包括利益 36,209 72,160

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 36,209 72,160

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 22,162 18,914

減価償却費 31,350 34,587

株式報酬費用 1,678 1,797

貸倒引当金の増減額（△は減少） △922 △377

プログラム保証引当金の増減額(△は減少) △151 695

受注損失引当金の増減額（△は減少） △3,104 27,987

賞与引当金の増減額（△は減少） 323,216 321,234

退職給付引当金の増減額（△は減少） △620 △697

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △38,013 7,036

受取利息及び受取配当金 △24,346 △20,177

支払利息 514 404

固定資産除売却損益（△は益） 43 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,517 －

投資有価証券売却損益（△は益） △49,481 －

売上債権の増減額（△は増加） 334,069 127,790

たな卸資産の増減額（△は増加） △415,370 △262,272

仕入債務の増減額（△は減少） 15,303 △466

未払賞与の増減額（△は減少） △498,345 △635,067

その他の資産の増減額（△は増加） 89,365 2,010

その他の負債の増減額（△は減少） 39,264 △5,974

その他 43,322 18,928

小計 △114,545 △363,647

利息及び配当金の受取額 30,856 27,887

利息の支払額 △1,033 △696

法人税等の支払額 △123,849 △37,424

営業活動によるキャッシュ・フロー △208,570 △373,881
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 △20,000

定期預金の払戻による収入 20,000 20,000

有価証券の取得による支出 － △100,550

有価証券の償還による収入 300,000 300,000

有形固定資産の取得による支出 － △4,182

無形固定資産の取得による支出 △30,742 △50,905

投資有価証券の取得による支出 △100,000 △49,964

投資有価証券の売却による収入 129,461 －

長期預金の払戻による収入 165,980 －

貸付金の回収による収入 326 －

敷金の差入による支出 △194 △30

敷金の回収による収入 60 －

保険積立金の積立による支出 △1,213 △1,214

保険積立金の解約による収入 － 174,525

その他 13,168 16,968

投資活動によるキャッシュ・フロー 476,846 284,648

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 230,000 230,000

短期借入金の返済による支出 △131,000 △131,000

自己株式の取得による支出 △36 △35

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △15,483 △13,145

配当金の支払額 △417,744 △427,914

財務活動によるキャッシュ・フロー △334,263 △342,094

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20,153 △5,284

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86,141 △436,612

現金及び現金同等物の期首残高 2,983,581 4,263,935

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,897,439

※
 3,827,323
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

(会計方針の変更)

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号　平成22年

６月30日)および「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号　平成22

年６月30日)を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプ

ションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価

額のうち、将来企業に提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間および当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

については、１株当たり四半期純損失を計上しているため開示しておりません。

　

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)および「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

(法人税率の変更等による影響)

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）および「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措

置法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する連結会計年度

から法人税率の引下げおよび復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産およ

び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.69％から、平成24年12月１日に開始する連結会計年度

から平成26年12月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については38.01％に、平成27年12月

１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.64％となります。この税率変更によ

り、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は67,814千円減少し、法人税等調整額は56,449千

円増加しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,197,898千円

有価証券勘定 3,828,097千円

計 5,025,995千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△30,000千円

株式及び償還期間が３ヶ月を超え
る債券等

△2,098,556千円

現金及び現金同等物 2,897,439千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,025,752千円

有価証券勘定 4,517,037千円

計 5,542,790千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△30,000千円

株式及び償還期間が３ヶ月を超え
る債券等

△1,685,466千円

現金及び現金同等物 3,827,323千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月24日
定時株主総会

普通株式 517,009 30平成22年11月30日 平成23年２月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月23日
定時株主総会

普通株式 517,003 30平成23年11月30日 平成24年２月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウエア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,685,96926,9391,712,9081,712,908

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 1,685,96926,9391,712,9081,712,908

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

58,057 △60,515 △2,457 △2,457

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウエア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,010,99125,0132,036,0052,036,005

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 2,010,99125,0132,036,0052,036,005

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

78,089 △71,331 6,757 6,757

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日)

    １株当たり四半期純損失(△) △1.44円 △4.94円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失(△) △24,806千円 △85,148千円

    普通株主に帰属しない金額 ―千円 ―千円

    普通株式に係る四半期純損失(△) △24,806千円 △85,148千円

    普通株式の期中平均株式数 17,233,604株 17,233,444株

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりませ

ん。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成24年４月11日

株式会社ジャステック

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　原　　田　　誠　　司　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　飯　　塚　　　　　智　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ジャステックの平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成23年12月１日から平成24年２月29日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年12月１日から平成24

年２月29日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャステック及び連結子会社の平成

24年２月29日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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